
(1)令和元年度事業報告について

第1防災事業

事業区分 剿h災.{事業の内容 

管 蒙 管 発 辛 莱 �鞏�uﾉf��:��,ﾈｺh裘�○全国一斉に実施される秋､春の火災予防運動に呼応し､各種行事を通じて火災予防 

思想の高揚を図ったo 

☆秋の火災予防運動(令和元年11月9日～11月15日) 

(1)防火ポスターの配布 

(2)防火立看板の掲示 

(3)広報車による防火広報 

(4)防火啓発活動として､地域住民に消防を身近に感じていただくため､11月10日道 

の駅おおとう桜街道で､たがわ消防フェスタを開催し広く防災対策等の啓発をおこ 

なったo 

(5)その他 

☆春の火災予防運動(令和2年3月1日～3月7日) 

(1)防火ボスタ丁の配布 

(2)防火立看板の掲示 

(3)住宅用火災警報器の普及促進 

(4)広報車による防火広報 

(5)その他 

危険物安全 週間の協賛 ��ｸｮｸﾊ����8�ｭB厭��ﾋ9D緝ﾈ�)?ｨ��hﾈ繪?｢��危険物の適正な取り扱いと保安に対する意識の向上を図るため､横断幕及び職を 

掲出し､関係事業所にポスター等を配付したo 

高齢者宅の 防火診断 ��ｸﾘ)~竟)��/�dｹn(+ZH懆ﾝ�,ﾉJﾙ�hｮｸﾊ�(�,ﾉ5��/�ﾗ8*If���i&h/���邵+X+ﾖ��田川市郡38世帯について実施し｣防火診断後にラジオ付き電波時計を贈呈したo 

タコ足配線や住宅用火災警報器の設置について指導したo 

防災会報 ��ｸｺh檍,ﾈｨ�:��8ｻX.(ｦX顗韋ﾋ�栗>�9�/�檍醜,假ﾉ&ﾘ+x.�,hｺH,�鞏�uﾉf�9�,ﾈﾅｹJﾘ/��

第46号発行 ��ﾘ.�+ﾘ-�胃�檠_��cChﾘh/�Jﾘﾗ8+X+ﾖ��

啓発用品i=よる ��ｸﾅｹJﾙw�V�,�.h.�&闔h�jⅹv8晳D�,���+X懆ﾝ�uﾉf育i�ｨ/�ﾅｹJﾘ+ZIf胃�,ﾉ}h/�ﾔﾈ+�+ﾖ��

啓発活動 凩��ﾋ9D�7�,ﾚIf胃�ﾅｹJﾙw��yzx5�7ﾘ7ｨ7�985�5�986姐�-�4�8ｨ4�7H4�488ｸ/�ﾗy?ﾈ+X+ﾖ��

請 舒ｸﾊ�稲h宜�"�]ｸ��ﾗX�橙�○現に危険物取扱いに従事している｢危険物取扱者(免状所持者)｣を対象に保安講習 

を実施した02日間で351名が受講したo 

10月2日(水).3日(木)於田川地区消防本部 

危険物取扱者 ��ｺ(ｮｸﾊ�稲h宜�(韋ﾋ�8/��8ﾋ�+x.��Y9�/����ｸ,唏�8ﾋ�栗>�ｷ�-��8ﾋ���OXﾗX�檍/��冒 剋ﾀ施した03回の講習会で38名が受講したo 
試験準備講習会 �y69�ﾉ&霎h��f曳ｹYB�

辛 莱 剔�1回6月1日(土)､第2回10月5日(土)､第3回令和2年2月1日(土) 

消防設備士 法定講習会 ��ｸ��f��ﾙOX贓lh�8�鰄�(,ZH自.葦ｨｭH/�ﾆ��+X+ﾘ�(/����ｸ,假8ﾗX栗>�ｷ�-�d�.為X��の案内を行ったo 

9月25日(水).26日(木).27日(金)於飯塚地区消防本部 

その他 ��ｸｦX顗ﾗX�檄H韋ﾋ�栗>�9�,ﾈﾔﾉ_�/���邵+X+ﾖ��



事業区分 剿h災事業の内容 

表 i/ 戟 関 係 �.円�Uﾈ�"�防火優良事業所-日日.-ヤマキ産業 

(7事業所).㈱ハシモト 

･香春鉱業㈱ 

･(医)恵和会田川慈恵病院 

･障害者支援施設月の輪苑 

･西本町地区 

･日本郵便㈱田川東町郵便局 

･優良消防設備業者.日日.恒政工業 

(1事業所) 

･優良危険物取扱者日.-.久本実(山菜石油方城給油所) 

(3名).藤井勇(香春石灰化学工業㈱) 
･崎山京(㈱)崎山組) 

･優良消防設備士-.日日.大場幸弘(㈱大場工業) 

(1名) 

･優良防火管理者-...-.中原俊博(社会保険田JJI病院) 

(3名).吉田久志(特別養護老人ホーム長寿国) 
･野村嘉(NTKジャパン㈱) 

･優良業務主任者.‥‖‖.吉田寿幸(イワタニ九州㈱下田川ガス(営) 

(1名) 

消防協力者表彰 唸��f絢i|ﾘ�)Uﾈ�"�◎功績平成31年4月29日､田川市伊田町で発生した建物火災においての早期発見. 

通報一初期消火活動によるもの 

○表彰日令和元年6月24日被表彰者篠原卓史.篠原知恵 

A コ=: 良 の 勧 読 ��X,ﾂ隱冰R�○協会組織の拡充を目指し､事業所等に対し年間を通じて加入を呼びかけたo 

調 �+(ﾛ位Hｸb�○役員視察研修 日時:令和元年9月20日(金) 

査 剌齒�:長崎県西海市大島町 

研 勍大島造船所 

究 剋Q加者:役員14名､消防長､事務局4名 



第2　会　議

会議名 丶ｨﾜ9uﾉ.��内容 

監査 兌ﾙ�ﾃ3�D紿ﾈ���?｢�･平成30年度収支決算について 

正副会長会 滴ﾈ�#I?｢�･事業報告 
･令和元年度総会の開催について 

･令和元年度総会議案について 

理事会 勍令和元年度定例表彰について 

･その他 

総会 店ﾈ�#�?｢�･平成30年度事業報告について 
･令和元年度事業計画について.令和元年度予算について 

ザ.ブリティッシュヒルズ 唳[ﾙ�ﾃ3�D�7茨ｸ辷ﾈ亥ｩ9�,ﾈ�9Dh,�,(*(,B以宛2��

･役員の選任について(決議) 

正副会長会 嶋ﾈ繪?｢�･事業報告 
･役員視察研修について 

･高齢者宅の防火診断について 

理事会 勍総合防災訓練の参加について 

･その他 

正副会長会 ���ﾈ���?｢�･事業報告 
･秋季火災予防運動の協賛について 

･たがわ消防フェスタの協賛について 

理事会 勍高齢者宅の防火診断について 

･その他 

正副会長会 凩��)D��･事業報告 ･春の火災予防運動行事への協賛について 

理事会 �(ﾈ�#�?｢�･令和2年度の事業計画(塞)及び収支予算(塞)について 
･その他 

郵便局部会 �(ﾈ�#�?｢�ー令和2年度防災協会事業及び部会の運営について ･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･その他 

消防設備士部会 �(ﾈ�#Y?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について ･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･その他 

福祉施設部会 �(ﾈ�#i?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について ･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･その他 

病院部会 �8ﾈ�)?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について ･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･その他 

町内部会 �8ﾈ緤?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について -.令和2年度定例被表彰者の選考について 

･その他 

危険物部会 �8ﾈ緤?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について 

･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･理事の交代について 

･監事の選任について 

･その他 

一般事業所部会 �8ﾈ��)?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について 
･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･理事の交代について 

･その他 

LPガス部会 �8ﾈ�#i?｢�･令和2年度防災協会事業及び部会の運営について ･令和2年度定例被表彰者の選考について 

･その他 



令和元年度公益目的支出計画実施報告書

整備法第127条第1項の規定により､当該事業年度の公益目的支出計画の実

施状況を下記のとおり報告します｡

1　公益目的支出計画

(1)平成25年3月31日公益目的財産　　　　5,574,368円

(2)公益目的支出の見込額(平均の額)　　　1,100,000円

実施事業収入の見込額(平均の額)　　　　　253,000円

収支差額の見込額　(平均の額)　　　　847,000円

(3)　公益目的支出計画の完了予定事業年度の末日　平成32年3月31日

(4)　公益目的支出計画の実施予定期間　　　　　　　　　　　　　　7午

2　当該事業年度の公益目的収支差額

単位:円

実施計画 假ｹ?ﾂ�支出 假ｸ辷ﾛxｧ｢�

防災思想普及啓発推進事業 �3c�ﾃC���1,028,549 ��#ccづ�C��

3　当該事業年度末の公益目的財産額

単位:円

金額 

平成31年3月31日財産額 �3�づc���

令和元年度収支差額 田cづ�C��

令和2年3月31日財産額 ��#3S津S3��

4　公益目的支出計画の実施に影響を与える重要な変更はありませんでした｡



公益目的支出計画実施報告書に関する監査報告書

令和2年4月10日

一般社団法人田川地区防災協会

会　長　　江　藤　正　剛　　殿

一般社団法人田川地区防災協

監事止滑庵
監事威周　頑 ~嘗

平成31年4月1日から令和2年3月31日までの事業年度の公益目的支出計画

実施報告書に関する監査を行いましたので､次のとおり報告します｡

1　監査方法及び内容

各監事は､理事及び事務局等と意思疎通を図り､情報の収集及び監査の環境の
整備に努めるとともに､理事会その他重要な会議に出席し､理事等からその職務
の報告を受け､重要な決裁書類等を閲覧し､業務及び財産の状況を調査し､当該

事業年度に係る公益目的支出計画実施報告書について検討しました｡

2　監査結果

公益目的支出計画実施報告書については､法令及び定款に従い､法人の公益目

的支出計画の実施状況を正しく示しているものと認めます｡

以上



貸　　借　　対　　照　　表

(令和2年3月31日現在)

(単位:円) 

科目 凩��ﾋ9D�7��平成30年度 ��ﾘﾋ��

Ⅰ資産の部 1流動資産 現金 ���0 3,131,197 ��3Rﾃ33"�

普通預金 �2ﾃ#cbﾃS#��

流動資産合計 2固定資産 (1)有形固定資産 備品 �2ﾃ#cbﾃS#����3,131,197 0 ��3Rﾃ33"�����

有形固定資産合計 (2)その他の固定資産 財政調整積立金 ����ﾃ#s�ﾃS�2�0 1,271,485 

消防機材整備積立金 ��ﾃ��Bﾃ3S"�1,814,198 ��SB�

積立金合計 �2ﾃ�コﾃ鼎R�3,085,683 �#c"�

固定資産合計 �2ﾃ�コﾃ鼎R�3,085,683 �#c"�

資産合計 澱ﾃ3S"ﾃCsB�6,216,880 ��3RﾃS釘�

Ⅱ負債の部 1流動負債 �����0 0 �����

2固定負債 

負債合計 ���0 ���

Ⅲ正味財産の部 1積立金合計 2預金 現金 �2ﾃ�コﾃ鼎R���3,085,683 0 �#c"���

普通預■金 正味財産合計 �2ﾃ#cbﾃS#��bﾃ3S"ﾃCsB�3,131,197 6,216,880 ��3Rﾃ33"��3RﾃS釘�

負債及び正味財産合計 澱ﾃ3S"ﾃCsB�6,216,880 ��3RﾃS釘�



正味財産増減計算書

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

(単位:円)

科目 凩��ﾋ9D�7��平成30年度 ��ﾘﾋ��

Ⅰ-般正味財産増減の部 1.経常増減の部 (1)経常収益 (D会費収入 ��ﾃC��ﾃ����1,419,400 ��#津C���

②事業収入 涛�ﾃ����102,520 ��#��ﾃc#��

③助成金収入 �#S�ﾃ����250,000 ���

④雑収入 鼎#2ﾃ塔��329,778 涛Bﾃ#�2�

⑤寄付金収入 ���0 ���

経常収益計 �"ﾃ�sBﾃャ��2,101,698 都2ﾃ��2�

(2)経常費用 1.防災事業費 ��ﾃ#3�ﾃcCB���1,195,060 0 �3bﾃSィ���

①福利厚生助成金 

②諸謝金 田づS���･54,000 ��BﾃS���

③報償費助成金 �3rﾃン"�94,324 ��#SbﾃC3"�

④通信運搬費 田�ﾃ33r�108,838 ��#CrﾃS���

⑤消耗品費 鉄Cbﾃピ��374,518 ��s"ﾃ3c��

⑥食料費 鉄�ﾃC3r�56,241 ��#Bﾃ��B�

⑦印刷製本責 ��#津c���189,000 ��#S津3���

⑧表彰費 都津����103,249 ��##Bﾃ�3��

⑨原材料費 ���S2ﾃs�B�0 64,136 ����#��ﾃC3"�

⑱雑費 

⑪調査研修費 �#�2ﾃ�迭�150,754 鉄"ﾃ3C��

2.管理費 塔�rﾃ��R�659,651 ��Cづ#SB�

LP会議費 �3SRﾃ�#2���356,442 0 ��#�ﾃ3�����

②特別表彰費 

③旅費交通費 �#�ﾃ����6,000 ��Rﾃ����

④通信運搬費 ��cbﾃ����122,936 鼎2ﾃピB�

⑤消耗品費 田rﾃ�#��44,055 �#2ﾃピ2�

⑥修繕費 ���0 ���

(∋印刷製本責 鉄"ﾃ�唐�3,272 鼎づ�#b�



(単位:円)

科目 凩��ﾋ9D�7��平成30年度 ��ﾘﾋ��

⑧交際費 �#2ﾃ����5,000 ��づ����

⑨租税公課 �#�ﾃ����21,000 ���

⑱負担金 塔づcC��88,648 ���

⑪雑費 ��"ﾃ#唐�12,298 ���

経常費用計 �"ﾃ�3津SC��1,854,711 ��ィﾃ�3��

当期経常増減額 ��3Rﾃ33"�246,987 ��#���ﾃcSR�

2.経常外増減の部 (D経常外収益 ���0 ���

②経常外費用 ���0 ���

当期経常外増減額 ���0 ���

(1)当期一般正味財産増減額 ��3Rﾃ33"�246,987 ��#���ﾃcSR�

一般正味財産期首残高 �2ﾃ�3�ﾃ�途�2,884,210 �#Cbﾃ塔r�

一般正味財産期末残高 �2ﾃ#cbﾃS#��3,131,197 ��3Rﾃ33"�

Ⅱ指定正味財産増減の部 (彰積立金利息 �#c"�262 ���

②備品(減価償却) ���0 ���

当期指定正味財産増減額 �#c"�262 ���

指定正味財産期首残高 �2ﾃ�コﾃc�2�3,085,421 �#c"�

指定正味財産期末残高 �2ﾃ�コﾃ鼎R�3,085,683 �#c"�

Ⅲ正味財産期末残高 正味財産期末残高 澱ﾃ3S"ﾃCsB�6,216,880 ��3RﾃS釘�



貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書

貸借対照表及び正味財産増減計算書の内容を補足する重要な事項はありません｡

一般社団法人田川地区防災協会



財　産　目　録

財　産　の　部

(令和2年3月31日現在)

(単位:円)

Ⅰ流動ー資産 1現金 2普通預金 (1)福岡銀行伊田支店 ���イ�ﾃ�モ�3,266,529 3,085,945 

(2)西日本シティ銀行東田川支店 涛#Rﾃ�#��

(3)田川信用金庫東支店 塔s�ﾃイ��

(4)ゆうちよ銀.行 Ⅱ固定資産 1有形固定-資産 2その他の固定資産 財政調整積立金 (田川信用金庫) 消防機材整備積立金 (田川信用金庫) 田#rﾃcs�����ﾃ#s�ﾃS�2��ﾃ��Bﾃ3S"�

資産合計 ��6,352,474 

負　債　の　部■ヰ■兄V′Hl一(単位:円) 

Ⅰ流動負債 辻� 

Ⅱ固定負債 辻�

負債合.計 ��- 

(単位:円)

差　　引　　正　　味　財　産 6,352,474



監　査　報　告　書

一般社団法人田川地区防災協会

会　長　　江　藤　正　剛　　殿

令和2年4月10日

一般社団法人田川地区防災協会

監事ム新座亮

監事度目巧　頑⑧

私たちは令和元年度(平成31年4月1日から令和2年3月31日)におけ

る一般社団法人田川地区防災協会の業務及び財産の状況について､法令及び定

款に基づき監査を行いましたので､次のとおり報告します｡

1　監査方法及び内容

私たちは､理事会その他重要な会議に出席するほか､理事等からその職務

の執行状況を聴取し､重要な決裁書類等を閲覧し､業務及び財産の状況を調

査し､事業報告を求めるとともに､事業報告書､財産目録､貸借対照表､正

味財産増減計算書等の監査を実施しました｡

2　監査結果

(1)事業報告書の内容については､事実に伴い､一般社団法人田川地区防災

協会の状況を正しく示しているものと認めます｡

(2)会計帳簿は､記載すべき事項を正しく記載し､上記の計算書類の記載と

合致しているものと認めます｡

(3)計算書類は､法令及び定款に従い､収支及び財産の状狸等を正しく示し

ているものと認めます｡

(4)理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重

大な事実は認められません｡

以上


